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本テーマに至る経緯

今期活動:検討題材
対象によって品質保証のやり方が違ってくるのでは?

環境の変化・ニーズの変化
変化のスピードへの対応

自社製品だけでの提供ではなく、
自社製品と他社製品を組み合わせた、システム・サービス提供。
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クラウドサービス利用のメリット

クラウド環境

⑥⑤① ② ③ ④

プラットフォーム
・データベース
・ディスク
・ＣＰＵ

ネットワーク

サービス（自社製品）

インデント・アドオン・ＳＩ（自社）

ＯＳＳ

サービス（他社）

サービス（自社製品）

クラウドサービスでは、自社製だけでなく、プラットフォーム・ネットワーク・ＯＳＳなど他社サービスを
活用する事で、最新技術を活用しつつ、早くサービスを市場に提供する事ができる。
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クラウドサービスにおける課題

クラウドサービスでは、自社製品・他社製品を組み合わせて、
お客様にサービスを提供する場合があるが、他社製品はブラック
ボックスであり、自社製品のように品質管理ができない課題がある。

・自社製品は、品質保証の仕組みやノウハウはある
・他社製品は・・・

扱う製品によっても違う
要求も違う

他社製品を含めた品質を担保していく仕組みが必要。
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クラウドサービスにおける課題
・品証としては前工程で問題を潰すことが求められるが、実際問題いつなにが起きるか不明。
・リスクを想定しつつサービス運営をやっていくというプロセスが必要。
・今までの常識であるリスクの先出しはクラウドサービスでは難しいということへの内部浸透も必要。
・お客様に提供する機能以外に、
他社製品との連携時における制限や
制約等、明示化が必要

・自前の製品は、ドキュメントが
なくともノウハウで対応してきたが、
クラウドサービスでは必要。

出典:第14期Gr3「Customer eXperience Quality Loopを実現する人材を育てる」
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他社クラウド利用でぶつかる問題例

クラウドの様々なサービスを組み合わせて構築すると、オンプレで
は想定していなかった問題が出てくる。

他社サービスを採用した場合、製造過程だけではなく、
リリース後の運用中にも問題が出てくる。
・予期せぬバージョンアップ
・脆弱性の対応
・コストの上昇・サービスの終了

⇒ 他社製品のコントロールが重要
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課題の解決に向けて

生産（製造）部門 サービスを適切な状態に保つ
営業（契約）部門 適切な条件でユーザと契約する

が両軸で対応していかなければならない。

契約締結前に不適切な条件での契約・提案とならないよう
営業時におけるリスクコントロールも必要となる

 モデル契約 をベースとした品質保証の仕組みを検討
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クラウドサービス品質保証に向けて

・モデル契約とは

情報システム開発における各局面の取引構造を透明化するためのツールとして
経済産業省が2007年に「情報システム・モデル取引・契約書」初版公開

・DXの進展によるユーザ企業とITベンダのそれぞれの役割の変化等を
踏まえたモデル契約の見直しが実施され（～2020年12月）、第二版が公開

モデル契約書の観点を活用
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クラウドサービス品質保証に向けて

「モデル取引・契約書」は、ITベンダの産業構造転換、
情報システムの信頼性向上、ユーザ・ベンダ一体と
なった生産性向上の促進を目的に公開されたもの。

取引・契約上で要求される事項は
システム品質を保証する観点として
活用できるのでは?

モデル契約書の観点を、ブラックボックスである他社
製品を含めたクラウドサービスの品質向上に活用

引用:情報システム・モデル取引・契約書
（パッケージ、SaaS活用、保守・運用）第二版追補版

https://www.ipa.go.jp/digital/model/model20201222.html
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クラウドサービス品質保証に向けて

1.コンサルティング会社選定のためのチェックリスト
2.提案依頼書(RFP)のチェックリスト
3.業務システム仕様書の記述レベル
4.ユーザIT成熟度チェックリスト
5.パッケージソフトウェア選定のためのチェックリスト
6.SaaS/ASP選定のためのチェックリスト
7.検収事前チェックリスト
8.検収チェックリスト
9.SaaS向けSLAにおけるサービスレベル項目のモデルケース

本ドキュメントにて活用を提唱されているチェックリストを
品質評価の項目として活用

モデル契約における
ドキュメントモデル

チェックリスト
サンプル
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クラウドサービス品質保証に向けて
【参考】6.SaaS/ASP選定のためのチェックリスト抜粋

モデル契約におけるチェック項目
をどう活用するか??

適切な工程・タイミングで評価ができているか?

一つ一つのサービスで評価漏れがないか?

サービス全体として評価はどうか?
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クラウドサービス品質保証に向けて
【参考】6.SaaS/ASP選定のためのチェックリスト抜粋

モデル契約におけるチェック項目
をどう活用するか??

企画からテスト、保守・運用の一連の工程ごとに
適用すべきチェック観点を設定

１つまたは複数のシステムを
横軸で評価をさせるチェックリスト
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クラウド開発品質チェックリスト
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クラウド開発品質チェックリスト

 システムリリースに至るまで、評価を行うべき工程を設定

 製品ごとに評価が必要なポイントでは、全体と製品個別を
評価する

 システムリリースに至るまで、評価を行うべき工程を設定

 製品ごとに評価が必要なポイントでは、全体と製品個別を
評価する



Copyright© 2024 SQiP ソフトウェア品質保証プロフェッショナルの会 All Rights Reserved 16

クラウド開発品質チェックリスト

 各工程ごとに評価が必要とされる観点をチェック 各工程ごとに評価が必要とされる観点をチェック
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クラウドＳＬＡチェックリスト
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クラウドＳＬＡチェックリスト

 システム開発時、運用時でSLAを評価し、サービス品質が
適切に維持されているかチェックする。

 システム開発時、運用時でSLAを評価し、サービス品質が
適切に維持されているかチェックする。
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クラウドＳＬＡチェックリスト

 製品ごとのSLAを可視化してサービス全体としてのSLA
を明確にする。

 製品ごとのSLAを可視化してサービス全体としてのSLA
を明確にする。
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おわりに

 チェックリストを実用ができるレベルにしていく。

 製品によって品質の要求レベルも変わる。
多様な製品に応じたチェック基準の検討など。

 チェックリストを実用ができるレベルにしていく。

 製品によって品質の要求レベルも変わる。
多様な製品に応じたチェック基準の検討など。

今後に向けて・・
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ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た


